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【まとめ】 

 東北大学病院てんかんセンターでは、診療・研究・教育という大学病院の活動の 3本の目

標のもと、多診療科連携、多職種連携、さらには総合大学としての包括的活動を展開してい

る。施設内でのベストの診療を求めるだけでなく、関連他施設との連携を深めて、てんかん

診療を推進する人材育成が究極のゴールである。2021年度は covid-19パンデミックの影響

を受けつつも、昨年に引き続いて遠隔診療、医工連携、啓発活動の推進において顕著な成果

が得られている。 

 

【2021年度てんかん診療医療連携拠点協議会委員名簿】 

  
氏名 所属先 

1 中里 信和 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本脳神経外科学会専門医） 

2 冨永 悌二 
東北大学病院長 東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野 教授 

（日本脳神経外科学会専門医） 

3 青木 正志 
東北大学大学院医学系研究科神経内科学分野 教授 

（日本神経学会専門医） 

4 呉 繁夫 
東北大学大学院医学系研究科小児病態学分野 教授 

（日本小児科学会専門医） 

5 富田 博秋 
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野 教授 

6 高瀬 圭 
東北大学大学院医学系研究科放射線診断学分野 教授 

（日本医学放射線学会専門医） 

7 三木 俊 
東北大学病院生理検査センター 診療技術部生理検査部門長 

8 鈴木 由美 
東北大学病院 看護部長 

9 神 一敬 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本神経学会専門医） 

10 小川 舞美 
東北大学病院てんかん科（公認心理師） 

11 高橋 比呂子 
東北大学病院地域医療連携課 課長補佐 

12 吉原 千佳 
東北大学病院地域医療連携センター（社会福祉士，精神保健福祉士） 



13 本庄谷 奈央 
東北大学病院地域医療連携センター  てんかん診療支援コーディネーター 

（精神保健福祉士） 

14 上埜 高志 
東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 教授 

（精神保健指定医，日本精神神経学会専門医・指導医） 

15 萩野谷 和裕 
宮城県立こども病院 副院長 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本小児神経学会専門医） 

16 北村 太郎 
仙台市立病院小児科 医長 

（日本小児神経学会専門医，日本小児科学会専門医・指導医） 

17 角藤 芳久 
宮城県立精神医療センター 院長 （精神保健指定医） 

18 松野 あやえ 
宮城県保健福祉部精神保健推進室 室長 

19 村上 めぐみ 
宮城県保健福祉部精神保健推進室 技術主幹（精神保健推進班長） 

20 小原 聡子 
宮城県精神保健福祉センター 所長 

21 木村 慶子 
仙台市保健所太白支所 障害高齢課 地域支援係長 

22 萩原 せつ子 
日本てんかん協会宮城県支部 事務局長 （てんかん患者の家族） 

 

 

【2021年度の代表的活動】 

開催日 対象者 研修内容 

令和 3年 4月

10日 

第 125回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 3年 5月

29日 

第 126回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 3年 5月

29日 

てんかん包括医療東

北研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療関係者を対象とし

て、神奈川県より寺田清人先生の特別講演． 

令和 3年 6月

26日 

第 127回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 3年 7月

10日 

日本てんかん学会東

北地方会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療関係者が一同に介す

る年１回開催の学術集会で、昨年度は新型コロナウイルス蔓延にて中

止だったものを１年延期し、今年度、中里信和センター長が会長とし

て開催。同日開催の九州地方会との合同セッションも企画され盛況だ

った。  

令和 3年 7月

10日 

東北てんかんフォー

ラム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療関係者を対象とし

て、中村記念病院脳神経内科の溝渕雅広先生の特別講演． 

令和 3年 7月

28日 

第 128回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  



令和 3年 8月

25日 

第 129回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和３年 8月

26日 

てんかん診療 Next 

Stage in 東北 

東北地方の医師・医療者を対象として、国立精神・神経医療研究セン

ターの岩崎真樹先生と、聖隷浜松病院小児神経科の榎日出夫潜性を招

いた講演会を開催． 

令和 3年 9月

15日 

第 130回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 3年 10

月 20日 

第 131回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 3年 11

月 17日 

第 132回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 3年 11

月 20日 

てんかん包括医療東

北研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療関係者を対象とし

て、「てんかんと AI」をテーマとする講演会を開催。講師は慶応大学

精神科の岸本泰士郎先生と大阪大学脳機能診断再建学の平田雅之先

生。  

令和 3年 12

月 16日〜18

日 

日本臨床神経生理学

会大会・技術講習会

の主催 

脳波や筋電図に関わる医師や臨床検査技師、基礎研究者が一同に会す

る全国規模の学術集会であり、てんかんは最大のテーマとなってい

る。今回は、中里信和センター長が大会長として、仙台市で開催し

た。参加者登録者は 2,000名を超え、現地参加者も 600名となり、地

方開催としては最大級の規模となった。  

令和 3年 12

月 21日 

Comprehensive 

Epilepsy Practice 

Web Seminar 

東北大学病院関連の病院の精神科医師を対象に、包括的てんかん診療

の最新の話題を提供。てんかん科公認心理師の小川舞美の一般講演

「てんかん診療における心理師の役割」と、渡邊さつき先生（埼玉医

科大学病院精神科・心療内科准教授）による特別講演「精神科診療に

必要なてんかんの知識」を行った。 

令和 4年 1月

5日 

第 133回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 4年 2月

2日 

第 134回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り． 

令和 4年 2月

2日 

東北てんかんフォー

ラム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療関係者を対象とし

て、静岡てんかん・神経医療センター 西田 拓司 先生を招いての講演

会を開催した。北海道から沖縄まで約 90名の参加者があった。 

令和 4年 3月

9日 

第 135回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会．遠

隔会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り．  

令和 4年 3月

26日 

てんかん啓発パープ

ルデー宮城 

3月 26日にむけての約２週間を利用し、宮城県内において，てんかん

啓発を目的としたラジオ放送や市民講演会など、一連のイベントを開

催予定である。とくに地元のプロバスケットボールチーム（Sendai 

89’ERS）のホームゲームを、東北大学病院の主催とする予定である

（次ページポスター）。  

 

【てんかん啓発動画のシリーズを作成】 

ＦＭ仙台の協力を得て、てんかんの基本的な知識を説明するための 3〜5分の動画を作成

し、YouTube上に掲載予定である。今年度は 10本のビデオを作成し、来年度以降も追加での

作成を予定している。 
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